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【対策概要】
急流河川特有の流水の強大なエネルギーに対し、河岸の洗掘・浸食に対する安全度が低い箇所に
おいて侵食対策を実施し、治水安全度の向上を図ります。

（様式：取組事例）

急流河川の被災メカニズム

急流河川対策（縦工）

急流河川特有の洪水のエネルギーに対し堤防の安全性を
確保する

急流河川対策

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 急流河川対策（縦工整備）

事業・施策の名称 黒部川河川改修事業

実施場所 黒部川
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縦工横断イメージ図

高水敷

本堤

縦工

根固め工

縦工

基礎垂直方向の侵食洗掘

洗掘の進行

横断方向護岸背後の侵食

侵食の拡大 → 決壊



【対策概要】
河道の目標流量5,200m3/s（戦後最大洪水の昭和44年8月洪水と同規模が発生した場合の流量）を
流下できるよう、河道断面積を拡大するために樹木伐採及び河道掘削を実施します。

（様式：取組事例）

樹木伐採・河道掘削イメージ

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 樹木伐採・河道掘削

事業・施策の名称 黒部川河川改修事業

実施場所 黒部川
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樹木伐採
河道掘削



（様式：取組事例）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 既存ダム６ダムによる事前放流等の実施・体制構築

事業・施策の名称 治水協定の締結（令和2年5月）
実施場所 黒部川
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【対策概要】
黒部川では、上流域の予測降雨量が390mmが上回ることが想定された場合に、宇奈月ダムのほか、

5つの利水ダムで事前放流を行い容量を確保し、洪水調節機能の強化を図る。



【対策概要】

流出土砂に対する砂防関係施設を整備し、黒部川流域における安全度の向上を図り、観光施設、発電
施設、鉄道施設への被害軽減を目指す。

（様式：取組事例）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 砂防関係施設の整備（黒部川水系）

事業・施策の名称 黒部川水系直轄砂防事業

実施場所 黒部川上流域
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【対策概要】

離岸堤、副離岸堤等の海岸保全施設、さらには黒部川からの土砂供給や養浜の組み合わせ等により、
将来にわたって進行する侵食を防止するとともに、高波に対して背後地への越波被害を防ぐ。

（様式：取組事例）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 海岸保全施設の整備・養浜

事業・施策の名称 下新川海岸直轄保全施設整備事業

実施場所 下新川海岸

6副離岸堤施工状況(本体ﾌﾞﾛｯｸ据付)

越波により堤内地（背後地）が浸水

H20.2.24撮影

冬季風浪による高波被害時の状況
（平成20年2月）



【対策概要】
現存する霞堤について、上流で氾濫した水を開口部から速やかに川へ戻し、被害の拡大を防ぐ等
の治水上の機能があるため、適切な維持、保全を図ります。
また、霞堤の機能維持を考慮した開口部周辺の土地利用等についても関係事業者や関係機関とも
連絡、調整し、霞堤を活かした水害に強い沿川地域づくりを目指します。

区 分 被害対象を減少させるための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 霞堤の保全

事業・施策の名称 霞堤の機能維持（減災への取組）

実施場所 黒部川

（様式：取組事例）

黒部川における霞堤
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【対策概要】
平成１７年に洪水ハザードマップの普及支援のために河川関係事務所に設置した「災害情報普及
支援室」を自衛水防の窓口として、事業者等の自衛水防の取組を積極的に支援します。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 災害情報普及支援

事業・施策の名称 浸水想定区域図、浸水エリア情報等に対する支援

実施場所・対象者 黒部河川事務所管内

（様式：取組事例）

１．取組内容
・河川等のハザードマップの作成、洪水予報等の情報伝達に関する市
町村への技術支援

・避難確保計画又は浸水防止計画の作成を行う施設の所有者又は管理者
への技術支援

・黒部川災害情報協議会の運営（平成17年6月設置）
・その他、災害情報を普及するために必要な支援

２．よくある問い合わせ内容
・自治体や事業所等の所有者又は管理者より、浸水想定図の考え方や見
方について

・氾濫範囲や浸水深について 等

３．自衛水防に役立つ情報WEBサイト
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/index.html
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【対策概要】
集中豪雨等の発生開始後、河川の水位が上昇してから、ご自身がとる防災行動を時系列で整理し、

取りまとめる「マイ・タイムライン」を多くの県民に知ってもらうことを目的とした、『みんなでタイムラインプ
ロジェクト・とやま』の取り組みを、令和２年４月より国土交通省富山河川国道事務所、黒部河川事務所、
北陸技術事務所の３事務所合同で取り組んでいます。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 マイ・タイムラインの作成及び普及

事業・施策の名称 マイ・タイムラインの普及

実施場所・対象者 黒部河川事務所管内

（様式：取組事例）

逃げキッド（マイタイムライン検討ツール） みんなでタイムラインプロジェクト とやま 9



【対策概要】

自然災害から命を守るためには、一人一人が災害時において適切な避難行動をとる能力を養う必要が
あることから、学校における防災教育の充実を図り、特に「命を守る」という観点に留意し、子供たちに正
確な理解を進める。（実施日：R3.10.28 黒東小学校）

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 水防災教育（出前講座の活用）

事業・施策の名称 出前講座等の活用

実施場所・対象者 管内の小学校

（様式：取組事例）

説明する様子（黒部河川事務所職員） 作成したスライドの例
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生徒が自ら調べ、生徒同士で教え合うことも期待し、説明時には伝えすぎない内容とすること、質問
時間を確保し生徒自ら考えてもらうよう促すなど、先生と意見交換のうえ防災教育内容を決定。

質問タイム

座学

黒東小学校

入善町防災マップ
黒東小が浸水したら（５０ｃｍ）

大人のひざ
に水がくる

大人でも
あるきにくい



【対策概要】

黒部河川事務所ホームページにおいて、住民等への防災情報の提供として河川水位・洪水予報・ライ
ブ映像等を提供しています。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 水位計・監視カメラの活用

事業・施策の名称 水位計・監視カメラの活用

実施場所・対象者 黒部河川事務所管内

（様式：取組事例）

水位情報等の情報提供ライブカメラによる情報提供 11



区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 黒部河川事務所

メニュー名 緊急輸送ルートの確保（河川管理・海岸工事用道路の整備・活用）

事業・施策の名称 黒部川河川改修事業、下新川海岸直轄保全施設整備事業

実施場所・対象者 下新川海岸

（様式：取組事例）
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扇状地の主な道路

凡 例
鉄道
道路（幅員5.5m以上）

黒部IC

入善
PA

凡 例
：要点検ルート（河川）
：要点検ルート（海岸）

浸水継続時間（想定最大規模）

【対策概要】

黒部川の土砂・洪水氾濫により氾濫域内の道路が一部使用不能となり、早期復旧・復興に必要な資機材
の運搬が困難となる場合が想定される。このため、緊急輸送ルートの確保の観点から、周囲に比べて標
高の高い黒部川・下新川海岸の河川管理・海岸工事用通路の整備（狭隘・未舗装箇所の点検・整備）や
活用を図る。

整備事例：海岸工事用道路の整備 ＜布合川のボックス整備＞

整備前 整備後

布合川



区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県 河川課

メニュー名 水位計・監視カメラの活用

事業・施策の名称 河川状況等ライブカメラ情報

実施場所 県管理の水位周知河川の水位観測所等

（様式：取組事例）

洪水時における住民の自主避難や市町村長の避難指示等の判断を支援するため、黒部市、入善

町、朝日町の水位周知河川の水位観測所等11箇所（R4.3月末時点）において、河川監視カメラを設置し、カ

メラ画像をインターネットを通じて一般公開するもの。また、R４年３月にホームページをリニューアルし、
県管理の水位周知河川等の水位状況を地図及び一覧で見られる等、水防配備関係者にも的確な情報

を得られるようにした。

【実施概要】

・公開開始日:平成30年６月～

・公開の方法:画像情報(静止画:５分更新)と水位周知河川等の水位情報等をホームページで提供

・公開ＨＰ :「富山県河川海岸カメラ・水位情報」

(http://kawa.pref.toyama.jp/camera）等

河川監視カメラ設置状況 外部公開サイト（富山県河川海岸カメラ・水位情報） 13



（様式：取組事例）

高齢者福祉施設等の要配慮者利用施設における水害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、

市町村が開催する施設管理者向け講習会への講師派遣等により、避難確保計画の作成や避難訓練の

実施を支援するもの。

【取組実績】

・令和元年度：南砺市、入善町、黒部市にて講習会 ・令和２年度：魚津市にて講習会

・令和３年度：富山市にて講習会 ・令和４年度：富山市にて講習会

・県内の要配慮者利用施設1617施設中1269施設（78.5%）で計画を作成済み（R4.09.30時点）

簡易な計画ひな型
（国交省）

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県 河川課

メニュー名 要配慮者利用施設避難確保計画の作成及び支援

事業・施策の名称 要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進

実施場所 （対象：市町村地域防災計画で指定された要配慮者利用施設）

14
講習会の様子 R4 富山市



区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山県 河川課

メニュー名 避難のためのハザード情報の整備

事業・施策の名称 洪水浸水想定区域図の作成

実施場所 黒部川支流の県管理河川

（様式：取組事例）

令和３年改正水防法に基づき、人家等防護対象が存する全ての河川について、浸水想定区域図

の作成が義務付けられました。黒部川支流の県管理河川についても、令和６年度末を目標に洪水

浸水想定区域図を作成することを目標に取り組んでいます。

【取組実績】令和４年３月～ 対象河川の選定・解析手法の検討を実施

参考例：黒部市内を流れる高橋川（水位周知河川）

洪水浸水想定図（想定最大規模）
黒部川支流の河川（宇奈月温泉付近）

今後、支流の影響を反映予定
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砂防事業

急傾斜地崩壊対策事業

地すべり対策事業

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 富山県 砂防課

メニュー名 砂防関係施設の整備

事業・施策の名称 砂防関係事業

実施場所 黒部川流域

（様式：取組事例）

砂防事業
・砂防堰堤
・床固工
・渓流保全工 等

地すべり対策事業

・法面工
・擁壁工 等

急傾斜地崩壊対策事業

【対策概要】
土砂災害から暮らしを守る砂防関係施設を整備します。

・集水井工
・横ボーリング工 等
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【対策概要】
当地区は、令和2年7月の
梅雨前線豪雨により山腹が
崩壊し、土砂が黒部川へ流
出した。

このため、山腹工事により
山の崩壊斜面の拡大防止を
図る。
【事業内容】
事業期間：令和３年度

～令和５年度

事業内容：山腹工０．６ｈａ
（落石防止工、山腹緑化工）

区 分 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 実施機関 新川農林振興センター

メニュー名 森林整備・治山対策

事業・施策の名称 治山対策（復旧治山事業）

実施場所 黒部市宇奈月町舟見明日音沢馬瀬ノ谷地区

（様式：取組事例）

黒部川への
土砂流出

整備状況 （R４.１２末）

落石防止工
(補強土工）

山腹緑化工
(被覆工・吹付工）

被害状況
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【対策概要】
令和4年出水期から、適切な避難判断につなげるため、防災気象情報の伝え方を改善した。
・線状降水帯による大雨の可能性を半日前から呼びかけ
・キキクル「黒」の新設と「うす紫」と「濃い紫」の統合
・大雨特別警報（浸水害）の指標の改善 等

災害発生の恐れが高まった時等に、気象状況等を適時に解説・助言等する気象庁防災対応支援チー
ム（JETT)を県に派遣した。防災訓練等を利用して避難判断に必要な防災気象情報の利用について一般
住民に解説した。

令和4年度より、流域に着目した災害事例や雨量についての知見の蓄積を目的とした検証資料の作成
に取り組んでいる。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 富山地方気象台

メニュー名 避難のための情報発信

事業・施策の名称 防災気象情報の提供および解説

実施場所・対象者 黒部川水系流域・住民

（様式：取組事例）
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区 分 被害対象を減少させるための対策 実施機関 黒部市

メニュー名 立地適正化計画の見直し

事業・施策の名称 防災指針の策定

実施場所 （対象：黒部市都市計画区域内）

（様式：取組事例）

20

立地適正化計画における防災指針の策定により、災害リスクの低い地域への居住や都市機能の誘導
を推進する。
【取組実績】
・令和４年度において、防災指針の策定に向けた災害リスク分析を実施。

ハザード情報と都市の情報を重ね合わせ、防災・減災に向けた課題を抽出

防災指針の検討イメージ 災害リスクの分析状況



区 分 被害対象を減少させるための対策 実施機関 黒部市

メニュー名 避難訓練への住民参加促進

事業・施策の名称 新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営訓練

実施場所 田家地区

（様式：取組事例）
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【対策概要】

令和２年度においてコロナ禍の影響により当初予定していた市総合防災訓練は中止としたが、このよう
な状況下であるからこそ、「新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営訓練」に組替え実施した。

大雨による土砂災害を想定し、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ見直しを図った「黒部市避難所
運営マニュアル」に基づき、発災時における感染症対策を講じた避難所運営訓練を行った。



【対策概要】

職員を派遣し、ハザードマップの見方や使い方、水害に対する備え、避難行動要支援者の対応等に関
する講座を実施している。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 入善町

メニュー名 水防災教室（出前講座の活用）

事業・施策の名称 水防出前講座

実施場所・対象者 町内の住民

（様式：取組事例）
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高齢者福祉施設等の要配慮者利用施設における水害時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、
当該施設の避難確保計画の作成を支援するもの。
【取組実績】
・令和４年度において、当該施設に対して避難確保計画の作成支援を実施。
・町内の要配慮者利用施設62施設中62施設（100％）で計画を作成済み（Ｒ４．９．３０時点）

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 入善町

メニュー名 要配慮者利用施設避難確保計画の作成及び支援

事業・施策の名称 要配慮者利用施設の避難確保計画の作成を促進

実施場所 （対象：入善町地域防災計画で指定された要配慮者利用施設）

（様式：取組事例）
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【対策概要】

迫り来る災害において、被害軽減、また一人でも多くの命を救うことは「公助」としての使命であると考え
る。災害発生時には、個々の置かれる状況も千差万別であり、また町職員の人数も限られることから、
「公助」だけでは限界がある。このことから、一人ひとりの「自助」、自主防災活動などの「共助」のもと、自
らの命を守ってもらうことを前提に、地域一体となった防災力の推進・向上を図る。

区 分 被害軽減、早期復旧・復興のための対策 実施機関 朝日町

メニュー名 出前講座・防災検定を活用した防災啓発

事業・施策の名称 出前講座・防災検定を活用した防災啓発

実施場所・対象者 朝日町

（様式：取組事例）
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災害に恐れず、勇気を
持った防災行動に繋げる
「自助・共助の芽生え」

「いつ」「何をするのか」を整理した
個人・家族の防災計画作成に向けた取組

笹川地区出前講座 R4.10.23

さみさと小学校防災検定 R4.11.29

朝日町防災情報アプリ
・朝日町緊急情報メール、
各種防災・気象サイトの入手

検定終了後は認定証交付

活発な議論や意見発言
防災の授業に対する
前向きな姿勢

自分の命も家族の命も自ら守る
「自助・共助の確立」


